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久
万
高
原
町
上
黒
岩
の
木
村
晋
吾

さ
ん
・
章
子
さ
ん
夫
妻
は
、
晋
吾
さ

ん
が
久
万
農
業
公
園
ア
グ
リ
ピ
ア
で

１
年
の
研
修
を
終
え
、
今
年
春
よ
り

就
農
し
、
ト
マ
ト
（
ハ
ウ
ス
5
棟
）

を
栽
培
し
て
い
る
。

　
伊
予
市
出
身
の
晋
吾
さ
ん
の
夢

は
、
農
業
を
す
る
こ
と
。
小
さ
い
頃

か
ら
の
憧
れ
が
農
業
だ
っ
た
の
だ
。

　「
質
の
い
い
も
の
を
作
る
た
め
に
、

失
敗
を
恐
れ
ず
、
研
修
の
成
果
と
先

輩
農
家
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
生
産
し
て
い
き
た
い
。
ト
マ
ト

が
2
年
目
3
年
目
と
順
調
に
い
け

ば
、
い
ず
れ
は
水
稲
や
珍
し
い
野
菜

な
ど
に
も
、
挑
戦
し
て
い
き
た
い
」

と
意
気
盛
ん
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
章
子
さ
ん
は
、
地
元
の
農
村
活
性

セ
ン
タ
ー
よ
り
誘
い
が
あ
り
、
以
前

か
ら
し
て
い
た
お
菓
子
作
り
の
趣
味

を
活
か
し
て
、Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
　Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ

8
種
類
ク
ッ
キ
ー
（
美
川
緑
茶
・
美

川
紅
茶
・
と
う
き
び
は
っ
た
い
粉
・

黒
胡
麻
な
ど
）
と
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ

を
、
道
の
駅
み
か
わ
／
美
川
ふ
る
さ

と
市
に
出
品
し
て
い
る
。

　「
忙
し
い
農
作
業
の
合
間
に
し
か

作
れ
な
い
の
で
、
今
は
多
く
は
作
れ

て
い
な
い
け
ど
、
こ
れ
か
ら
は
自
分

で
生
産
し
た
ト
マ
ト
や
地
元
の
特
産

品
を
使
っ
て
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増

や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。

夢
叶
え
た
！

田
舎
暮
ら
し
で
農
業

1
安心のネットワーク

農
業
に
情
熱
を
持
ち
、

未
来
を
切
り
開
い
て
い
る

愛
媛
の
農
家
を
応
援
し
ま
す
。

　
安
心
安
全
な
農
産
物
を
生
産
す
る

こ
と
で
、地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
、

農
業
の
大
切
さ
を
た
く
さ
ん
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
語
る
の
は
、

伊
予
市
上
三
谷
、
仲
神
正
樹
さ
ん
。

仲
神
さ
ん
の
座
右
の
銘
は
『
蒔
か
ぬ

種
は
生
え
ぬ
』
考
え
て
い
る
だ
け
で

は
結
果
が
出
な
い
。
考
え
て
前
を
向

い
て
行
動
を
起
こ
し
て
、
初
め
て
結

果
が
で
る
。
そ
し
て
、
反
省
し
て
次

に
生
か
す
。
と
の
信
念
を
持
っ
て
い

る
。

　
兼
業
農
家
の
三
男
。
地
元
の
国
立

農
業
高
校
・
県
立
農
業
大
学
校
と
学

び
、
卒
業
後
、
す
ぐ
に
就
農
。
現
在

は
両
親
と
三
人
で
、
ハ
ウ
ス
ナ
ス
20

㌃
を
中
心
に
、
ハ
レ
タ
ス
80
㌃
、
ソ

ラ
マ
メ
10
㌃
、夏
秋
き
ゅ
う
り
7
㌃
、

ハ
ウ
ス
ト
マ
ト
6
㌃
な
ど
の
野
菜
類

と
水
稲
5
㌶
を
栽
培
。

　
特
に
ハ
ウ
ス
ナ
ス
栽
培
は
規
模
を

拡
大
し
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
被
害
対
策

と
し
て
「
ス
ワ
ル
ス
キ
ー
カ
ブ
リ
ダ

ニ
」
と
い
う
天
敵
を
導
入
し
て
の
減

農
薬
栽
培
法
を
用
い
て
い
る
。
導
入

し
た
結
果
、
農
薬
散
布
回
数
を
半
分

ま
で
減
少
で
き
、
被
害
も
ほ
と
ん
ど

抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、
平
成
26
年
、
仲
神
さ
ん
は
、

伊
予
市
青
年
農
業
者
協
議
会
の
会
長

に
就
任
。
同
会
が
、
市
内
の
子
ど
も

達
対
象
に
行
っ
て
い
る
水
稲
や
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
栽
培
・
収
穫
体
験
、
イ

ベ
ン
ト
で
の
農
産
物
や
加
工
品
販
売

な
ど
の
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
、

「
第
51
回
　

愛
媛
県
若
い
農
業
経
営
者

大
会
」
で
、「
愛
媛
県
優
良
農
業
実
践

集
団
知
事
表
彰
」
を
受
賞
し
た
。

　
仲
神
さ
ん
は
「
小
さ
い
頃
の
体
験

は
意
外
と
覚
え
て
い
る
も
の
だ
か

ら
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
達
に
農
業

体
験
を
さ
せ
て
あ
げ
た
い
。そ
し
て
、

大
人
に
な
っ
て
か
ら
、
頭
の
隅
に
で

も
覚
え
て
い
て
く
れ
て
い
た
ら
う
れ

し
い
。
今
は
、
し
っ
か
り
と
そ
の
積

み
重
ね
を
し
て
輪
を
広
げ
て
い
く
」

と
今
を
見
つ
め
る
。

子
ど
も
達
へ

積
み
重
ね
る
農
業
体
験

きらりネット

仲神　正樹さん（28歳）
木村　晋吾さん（31歳）
　　　章子さん（34歳）

夫妻

松山

西予

伊予

宇和島

今治
西条

松山

西予

伊予

宇和島

今治
西条

伊予市上三谷 久万高原町上黒岩
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Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
農
機
具
共
済
「
の

う
き
く
ん
」
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
の

大
切
な
財
産
で
あ
る
農
機
具
を
守
る

共
済
で
す
。「
の
う
き
く
ん
」
に
は
、

次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

▼
農
機
具
の
事
故
を
補
償
す
る
制
度

は
「
の
う
き
く
ん
」
だ
け
で
す

　「
の
う
き
く
ん
」
は
、
農
作
業
中

の
接
触
、
衝
突
、
墜
落
な
ど
の
事
故

や
台
風
、洪
水
な
ど
の
自
然
災
害（
た

だ
し
、
地
震
・
噴
火
・
津
波
を
除
く
）

に
よ
る
農
機
具
の
損
害
に
加
え
、
火

災
、
盗
難
な
ど
を
補
償
す
る
仕
組
み

で
す
。

▼「
の
う
き
く
ん
」
に
加
入
で
き
る

も
の

　
加
入
資
格
者
が
所
有
又
は
管
理
す

る
新
調
達
価
額
5
万
円
以
上
の
農
業

用
機
械
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
一
般
農
機
具…

ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ

ン
バ
イ
ン
、
田
植
機
、
動
力
噴
霧

機
な
ど

○
農
業
用
自
動
車…

軽
四
ト
ラ
ッ

ク
、
普
通
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

○
定
置
式
農
機
具…

乾
燥
機
、
も
み

す
り
機
、エ
ン
ジ
ン
、脱
穀
機
な
ど

※

加
入
資
格
者…

組
合
の
区
域
内
に

住
所
を
有
し
、
農
業
を
営
む
者

▼
同
程
度
の
農
機
具
の
新
調
達
価
額

ま
で
加
入
で
き
ま
す

　「
の
う
き
く
ん
」
で
は
、
新
品
の
状

態
で
購
入
さ
れ
た
農
機
具
で
あ
れ

ば
、
同
程
度
の
農
機
具
を
購
入
す
る

た
め
に
必
要
な
額
（
新
調
達
価
額
）

ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
1
台
あ
た
り
２
、
０
０

０
万
円
が
上
限
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
古
の
状
態
で
購
入
さ
れ

た
農
機
具
は
、
特
約
を
付
け
て
加
入

で
き
ま
す
が
、
購
入
す
る
た
め
に
要

し
た
費
用
と
時
価
額
の
い
ず
れ
か
低

い
額
が
限
度
額
と
な
り
ま
す
。

▼
災
害
共
済
金
の
ほ
か
、
臨
時
に
必

要
な
費
用
を
お
支
払
い
す
る
特
約

が
あ
り
ま
す

　
臨
時
費
用
担
保
特
約
を
付
帯
し
て

加
入
し
て
い
た
だ
く
と
、
災
害
共
済

金
の
10
％
を
臨
時
費
用
共
済
金
と
し

て
お
支
払
い
し
ま
す
。
ま
た
、
共
済

目
的
が
農
業
用
自
動
車
以
外
の
場

合
、
一
定
の
条
件
の
下
、
傷
害
費
用

共
済
金
が
加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
地
震
に
よ
っ
て
農
機

具
に
発
生
し
た
損
害
に
対
し
、
共
済

金
を
お
支
払
い
す
る
地
震
等
担
保
特

約
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
場

合
も
掛
金
が
高
く
な
り
ま
す
が
、そ
れ

だ
け
補
償
も
厚
く
安
心
も
増
し
ま
す
。

▼
掛
金
の
割
引
・
割
増
制
度
が
あ
り

ま
す

　
自
動
車
の
保
険
と
同
様
に
、
共
済

事
故
の
有
無
に
よ
り
更
新
時
の
掛
金

率
の
等
級
が
変
わ
り
、
そ
れ
に
よ
り

共
済
掛
金
が
割
引
又
は
割
増
と
な
る

制
度
で
、
一
般
農
機
具
と
農
業
用
自

動
車
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
更
新
時
の
前
2
年
間
に
共
済
金
を

お
支
払
い
す
る
事
故
が
な
か
っ
た
場

合
、
掛
金
が
割
引
と
な
り
ま
す
。

　
農
機
具
は
皆
様
に
と
っ
て
大
切
な

資
産
で
す
。
も
し
も
の
事
故
に
備
え

て
農
機
具
共
済
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

農
機
具
共
済

園
芸
施
設
共
済

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
園
芸
施
設
共
済
で

は
、
平
成
27
年
2
月
か
ら
補
償
の
拡

充
が
図
ら
れ
、
本
体
の
補
償
が
厚
く

ワ
イ
ド
に
な
り
ま
し
た
。
特
徴
は
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▼
ハ
ウ
ス
の
時
価
補
償
額
の
見
直
し

を
行
い
ま
し
た

①
施
設
本
体
と
附
帯
施
設
の
耐
用
年

数
経
過
後
の
補
償
価
額
を
再
建
築

価
額
の
20
％
か
ら
50
％
に
引
き
上

げ
る
こ
と
に
よ
り
補
償
金
額
が
増

加
し
ま
し
た
。

②
施
設
本
体
と
附
帯
施
設
の
耐
用
年

数
を
延
長
し
て
、
補
償
金
額
の
拡

充
を
図
り
ま
し
た
。

▼
ハ
ウ
ス
の
新
価
補
償
額
ま
で
選
択

制
で
加
入
で
き
ま
す
（
復
旧
費
用

の
追
加
）

　
時
価
補
償
の
拡
充
に
加
え
て
、
農

家
の
選
択
に
よ
り
、
更
に
大
き
な
補

償
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
耐
用
年
数
内
の
施
設
の
補
償
価
額

は
、
再
建
築
価
額
の
１
０
０
％
ま

で
と
な
り
ま
し
た
。

②
耐
用
年
数
経
過
後
の
施
設
の
補
償

価
額
は
、
再
建
築
価
額
の
75
％
ま

で
と
な
り
ま
し
た
。

N O S A I
Information

事業のお知らせ

　
収
穫
期
に
合
わ
せ
て
、
各
地
域
、

損
害
評
価
（
全
筆
調
査
）
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
風
水
害
、
鳥
獣
害
等
、
そ
の
他
の

自
然
災
害
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
た

場
合
は
必
ず
収
穫
す
る
前
に
、
地
区

の
共
済
部
長
、
評
価
員
ま
た
は
最
寄

り
の
支
所
ま
で
被
害
申
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
収
穫
後
は
損
害
評
価
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
被
害
申
告
に
つ
い
て
〉

●
被
害
の
申
告
は
、
１
筆
ご
と
に
３

割（
農
家
の
選
択
に
よ
り
４
割
、又

は
５
割
）
以
上
の
被
害
が
見
込
ま

れ
る
圃
場
に
つ
い
て
、
地
区
の
共

済
部
長
、
評
価
員
ま
で
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。（
薬
害
等
の
人
為
的

な
被
害
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

〈
損
害
評
価
野
帳
の
提
出
〉

●
共
済
細
目
書
に
記
載
し
て
い
る
１

筆
に
つ
き
１
枚
の
被
害
申
告
野
帳

の
農
家
記
入
欄
に
記
入
の
う
え
、

後
日
共
済
部
長
、
評
価
員
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
各
支
所
に
よ
っ

て
様
式
や
配
布
・
申
告
方
法
が
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

不
明
な
点
は
地
区
の
評
価
員
、
支

所
の
担
当
職
員
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）

〈
立
札
の
表
示
〉

●
立
札
は
被
害
申
告
圃
場
の
わ
か
り

や
す
い
場
所
に
、
刈
り
取
り
が
終

了
す
る
ま
で
立
て
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

●
風
雨
で
飛
散
し
た
り
字
が
読
め
な

く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
で
包
む
な
ど
し
て
、
遠
く
か
ら

見
え
る
よ
う
に
稲
穂
よ
り
高
く
、

竹
な
ど
を
利
用
し
て
立
て
て
く
だ

さ
い
。

〈
注
意
事
項
〉

●
被
害
申
告
耕
地
の
中
か
ら
、
予
告

な
く
実
測
（
坪
刈
り
）
を
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

●
評
価
後
に
被
害
が
拡
大
し
た
場
合

は
、
再
評
価
し
ま
す
の
で
、
必
ず

刈
り
取
り
前
に
支
所
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

〈
評
価
の
流
れ
〉

①
評
価
員
に
よ
る
全
筆
調
査
（
10
㌃

当
た
り
の
収
穫
量
を
調
査
し
ま
す
）

②
評
価
会
委
員
に
よ
る
抜
取
調
査

　（
全
筆
調
査
し
た
筆
よ
り
任
意
抽

出
し
て
調
査
を
行
い
ま
す
）

水
稲
の

損
害
評
価
時
期
で
す
!

掛
金
納
入
は

便
利
な
口
座
振
替
で

電
気
柵
に
よ
る
死
亡
事
故
が
発
生
し

て
お
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

3
安心のネットワーク

補償拡充のイメージ〈プラスチックハウスⅡ類（パイプハウス）〉

0～1
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20

30
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90

100 100 100
5
95

84

100

10
90

85

52

15

80

36

20

75

20

25

70

20 20 20 20 20 20 20 20 20

30

65
35

60
40

55
45

50
25

50
25

50
25

50
25

50
25

68

100 100 100 100 100 100 100

75 75 75 75 75

1～2 2～3 3～4 4～5 5～6 6～7 7～8 8～9 9～10 10～11 11～12 12～13 13～14 14～

単位（％）
補
償
価
額（
％
）

経過年数（以上～未満）※補償割合は時価現有率表の80%が上限

昨年までの補償

耐用年数後の補償＝75%

耐用年数後の補償＝50%

耐用年数後の補償＝20%

時価現有率の見直しによる補償拡大部分
（国庫負担あり）

耐用年数5年

耐用年数10年

復旧費用の補償
（農家選択制・国庫負担なし）
赤字は調整率＝時価現有率との差

被
害
園
が
あ
れ
ば
必
ず
被
害
申
告
を

　　
収
穫
期
を
迎
え
、
各
樹
種
で
こ
れ

か
ら
損
害
評
価
の
時
期
に
な
り
ま

す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
共
済
へ
加
入
し
て
い
る

樹
種
で
減
収
（
半
相
刹
方
式
・
全
相

殺
方
式
）、
ま
た
は
減
収+

品
質
低

下
（
災
害
収
入
共
済
方
式
）
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
組
合
の
指

定
す
る
日
ま
で
に
、
災
害
の
種
類
・

発
生
月
日
・
被
害
を
受
け
た
樹
園
地

の
状
況
や
収
穫
開
始
予
定
月
日
等

を
、必
ず
被
害
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
設
置
し
て
い
る
電
気
柵
は
感
電
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
設
置
す
る
場
合
に

は
、
以
下
の
点
に
気
を
付
け
安
全
確

保
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
施
設
す
る
場
合
に
は
見
や
す
い
場

所
・
文
字
で
危
険
表
示
す
る
こ
と
。

○
指
定
さ
れ
た
電
圧
で
、
電
気
用
品

安
全
法
の
適
用
を
受
け
た
電
源
装

置
を
使
用
す
る
こ
と
。

○
危
険
防
止
の
た
め
、
漏
電
遮
断
器

を
設
置
す
る
こ
と
。

○
容
易
に
開
閉
で
き
る
箇
所
に
専
用

の
開
閉
器
を
設
置
す
る
こ
と
。

　
以
上
に
留
意
し
安
全
に
農
作
業
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

　
農
作
物
、
家
畜
、
果
樹
、
畑
作
物
、

園
芸
施
設
、
建
物
、
農
機
具
共
済
掛

金
等
の
納
入
に
つ
い
て
は
、
口
座
振

替
に
て
納
入
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。
預
金
口
座
振
替
の

お
申
し
込
み
を
ご
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
お
近
く
の
支
所
・
出
張
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

果
樹
共
済
の
損
害
評
価

が
は
じ
ま
り
ま
す
!

衝突・接触 墜落・転覆 火　災

破裂・爆発 地滑り 鳥獣害

風水害 盗難及び盗難による毀損 落　雷

▼
す
べ
て
の
ハ
ウ
ス
で
撤
去
費
用
が

選
択
制
で
加
入
で
き
ま
す
（
撤
去

費
用
の
追
加
）

　
す
べ
て
の
ハ
ウ
ス
で
撤
去
費
用
が

補
償
対
象
に
追
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
農
家
選
択
）

　
施
設
本
体
の
被
害
は
、
農
家
経
営

に
と
っ
て
大
き
な
打
撃
と
な
り
ま

す
。
災
害
に
備
え
て
、
復
旧
費
用
の

ご
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

温州みかんの獣害 被害筆の抜取調査

ほ

ほ

お
問
い
合
わ
せ
は
農
業
共
済
組
合
の
各
支
所
・
出
張
所
ま
で
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Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
農
機
具
共
済
「
の

う
き
く
ん
」
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
の

大
切
な
財
産
で
あ
る
農
機
具
を
守
る

共
済
で
す
。「
の
う
き
く
ん
」
に
は
、

次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

▼
農
機
具
の
事
故
を
補
償
す
る
制
度

は
「
の
う
き
く
ん
」
だ
け
で
す

　「
の
う
き
く
ん
」
は
、
農
作
業
中

の
接
触
、
衝
突
、
墜
落
な
ど
の
事
故

や
台
風
、洪
水
な
ど
の
自
然
災
害（
た

だ
し
、
地
震
・
噴
火
・
津
波
を
除
く
）

に
よ
る
農
機
具
の
損
害
に
加
え
、
火

災
、
盗
難
な
ど
を
補
償
す
る
仕
組
み

で
す
。

▼「
の
う
き
く
ん
」
に
加
入
で
き
る

も
の

　
加
入
資
格
者
が
所
有
又
は
管
理
す

る
新
調
達
価
額
5
万
円
以
上
の
農
業

用
機
械
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
一
般
農
機
具…

ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ

ン
バ
イ
ン
、
田
植
機
、
動
力
噴
霧

機
な
ど

○
農
業
用
自
動
車…

軽
四
ト
ラ
ッ

ク
、
普
通
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

○
定
置
式
農
機
具…
乾
燥
機
、
も
み

す
り
機
、エ
ン
ジ
ン
、脱
穀
機
な
ど

※

加
入
資
格
者…

組
合
の
区
域
内
に

住
所
を
有
し
、
農
業
を
営
む
者

▼
同
程
度
の
農
機
具
の
新
調
達
価
額

ま
で
加
入
で
き
ま
す

　「
の
う
き
く
ん
」
で
は
、
新
品
の
状

態
で
購
入
さ
れ
た
農
機
具
で
あ
れ

ば
、
同
程
度
の
農
機
具
を
購
入
す
る

た
め
に
必
要
な
額
（
新
調
達
価
額
）

ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
1
台
あ
た
り
２
、
０
０

０
万
円
が
上
限
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
古
の
状
態
で
購
入
さ
れ

た
農
機
具
は
、
特
約
を
付
け
て
加
入

で
き
ま
す
が
、
購
入
す
る
た
め
に
要

し
た
費
用
と
時
価
額
の
い
ず
れ
か
低

い
額
が
限
度
額
と
な
り
ま
す
。

▼
災
害
共
済
金
の
ほ
か
、
臨
時
に
必

要
な
費
用
を
お
支
払
い
す
る
特
約

が
あ
り
ま
す

　
臨
時
費
用
担
保
特
約
を
付
帯
し
て

加
入
し
て
い
た
だ
く
と
、
災
害
共
済

金
の
10
％
を
臨
時
費
用
共
済
金
と
し

て
お
支
払
い
し
ま
す
。
ま
た
、
共
済

目
的
が
農
業
用
自
動
車
以
外
の
場

合
、
一
定
の
条
件
の
下
、
傷
害
費
用

共
済
金
が
加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
地
震
に
よ
っ
て
農
機

具
に
発
生
し
た
損
害
に
対
し
、
共
済

金
を
お
支
払
い
す
る
地
震
等
担
保
特

約
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
場

合
も
掛
金
が
高
く
な
り
ま
す
が
、そ
れ

だ
け
補
償
も
厚
く
安
心
も
増
し
ま
す
。

▼
掛
金
の
割
引
・
割
増
制
度
が
あ
り

ま
す

　
自
動
車
の
保
険
と
同
様
に
、
共
済

事
故
の
有
無
に
よ
り
更
新
時
の
掛
金

率
の
等
級
が
変
わ
り
、
そ
れ
に
よ
り

共
済
掛
金
が
割
引
又
は
割
増
と
な
る

制
度
で
、
一
般
農
機
具
と
農
業
用
自

動
車
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
更
新
時
の
前
2
年
間
に
共
済
金
を

お
支
払
い
す
る
事
故
が
な
か
っ
た
場

合
、
掛
金
が
割
引
と
な
り
ま
す
。

　
農
機
具
は
皆
様
に
と
っ
て
大
切
な

資
産
で
す
。
も
し
も
の
事
故
に
備
え

て
農
機
具
共
済
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

農
機
具
共
済

園
芸
施
設
共
済

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
園
芸
施
設
共
済
で

は
、
平
成
27
年
2
月
か
ら
補
償
の
拡

充
が
図
ら
れ
、
本
体
の
補
償
が
厚
く

ワ
イ
ド
に
な
り
ま
し
た
。
特
徴
は
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▼
ハ
ウ
ス
の
時
価
補
償
額
の
見
直
し

を
行
い
ま
し
た

①
施
設
本
体
と
附
帯
施
設
の
耐
用
年

数
経
過
後
の
補
償
価
額
を
再
建
築

価
額
の
20
％
か
ら
50
％
に
引
き
上

げ
る
こ
と
に
よ
り
補
償
金
額
が
増

加
し
ま
し
た
。

②
施
設
本
体
と
附
帯
施
設
の
耐
用
年

数
を
延
長
し
て
、
補
償
金
額
の
拡

充
を
図
り
ま
し
た
。

▼
ハ
ウ
ス
の
新
価
補
償
額
ま
で
選
択

制
で
加
入
で
き
ま
す
（
復
旧
費
用

の
追
加
）

　
時
価
補
償
の
拡
充
に
加
え
て
、
農

家
の
選
択
に
よ
り
、
更
に
大
き
な
補

償
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
耐
用
年
数
内
の
施
設
の
補
償
価
額

は
、
再
建
築
価
額
の
１
０
０
％
ま

で
と
な
り
ま
し
た
。

②
耐
用
年
数
経
過
後
の
施
設
の
補
償

価
額
は
、
再
建
築
価
額
の
75
％
ま

で
と
な
り
ま
し
た
。

N O S A I
Information

事業のお知らせ

　
収
穫
期
に
合
わ
せ
て
、
各
地
域
、

損
害
評
価
（
全
筆
調
査
）
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
風
水
害
、
鳥
獣
害
等
、
そ
の
他
の

自
然
災
害
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
た

場
合
は
必
ず
収
穫
す
る
前
に
、
地
区

の
共
済
部
長
、
評
価
員
ま
た
は
最
寄

り
の
支
所
ま
で
被
害
申
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
収
穫
後
は
損
害
評
価
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
被
害
申
告
に
つ
い
て
〉

●
被
害
の
申
告
は
、
１
筆
ご
と
に
３

割（
農
家
の
選
択
に
よ
り
４
割
、又

は
５
割
）
以
上
の
被
害
が
見
込
ま

れ
る
圃
場
に
つ
い
て
、
地
区
の
共

済
部
長
、
評
価
員
ま
で
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。（
薬
害
等
の
人
為
的

な
被
害
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

〈
損
害
評
価
野
帳
の
提
出
〉

●
共
済
細
目
書
に
記
載
し
て
い
る
１

筆
に
つ
き
１
枚
の
被
害
申
告
野
帳

の
農
家
記
入
欄
に
記
入
の
う
え
、

後
日
共
済
部
長
、
評
価
員
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
各
支
所
に
よ
っ

て
様
式
や
配
布
・
申
告
方
法
が
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

不
明
な
点
は
地
区
の
評
価
員
、
支

所
の
担
当
職
員
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）

〈
立
札
の
表
示
〉

●
立
札
は
被
害
申
告
圃
場
の
わ
か
り

や
す
い
場
所
に
、
刈
り
取
り
が
終

了
す
る
ま
で
立
て
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

●
風
雨
で
飛
散
し
た
り
字
が
読
め
な

く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
で
包
む
な
ど
し
て
、
遠
く
か
ら

見
え
る
よ
う
に
稲
穂
よ
り
高
く
、

竹
な
ど
を
利
用
し
て
立
て
て
く
だ

さ
い
。

〈
注
意
事
項
〉

●
被
害
申
告
耕
地
の
中
か
ら
、
予
告

な
く
実
測
（
坪
刈
り
）
を
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

●
評
価
後
に
被
害
が
拡
大
し
た
場
合

は
、
再
評
価
し
ま
す
の
で
、
必
ず

刈
り
取
り
前
に
支
所
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

〈
評
価
の
流
れ
〉

①
評
価
員
に
よ
る
全
筆
調
査
（
10
㌃

当
た
り
の
収
穫
量
を
調
査
し
ま
す
）

②
評
価
会
委
員
に
よ
る
抜
取
調
査

　（
全
筆
調
査
し
た
筆
よ
り
任
意
抽

出
し
て
調
査
を
行
い
ま
す
）

水
稲
の

損
害
評
価
時
期
で
す
!

掛
金
納
入
は

便
利
な
口
座
振
替
で

電
気
柵
に
よ
る
死
亡
事
故
が
発
生
し

て
お
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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補償拡充のイメージ〈プラスチックハウスⅡ類（パイプハウス）〉
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1～2 2～3 3～4 4～5 5～6 6～7 7～8 8～9 9～10 10～11 11～12 12～13 13～14 14～

単位（％）
補
償
価
額（
％
）

経過年数（以上～未満）※補償割合は時価現有率表の80%が上限

昨年までの補償

耐用年数後の補償＝75%

耐用年数後の補償＝50%

耐用年数後の補償＝20%

時価現有率の見直しによる補償拡大部分
（国庫負担あり）

耐用年数5年

耐用年数10年

復旧費用の補償
（農家選択制・国庫負担なし）
赤字は調整率＝時価現有率との差

被
害
園
が
あ
れ
ば
必
ず
被
害
申
告
を

　　
収
穫
期
を
迎
え
、
各
樹
種
で
こ
れ

か
ら
損
害
評
価
の
時
期
に
な
り
ま

す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
共
済
へ
加
入
し
て
い
る

樹
種
で
減
収
（
半
相
刹
方
式
・
全
相

殺
方
式
）、
ま
た
は
減
収+

品
質
低

下
（
災
害
収
入
共
済
方
式
）
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
組
合
の
指

定
す
る
日
ま
で
に
、
災
害
の
種
類
・

発
生
月
日
・
被
害
を
受
け
た
樹
園
地

の
状
況
や
収
穫
開
始
予
定
月
日
等

を
、必
ず
被
害
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
設
置
し
て
い
る
電
気
柵
は
感
電
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
設
置
す
る
場
合
に

は
、
以
下
の
点
に
気
を
付
け
安
全
確

保
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
施
設
す
る
場
合
に
は
見
や
す
い
場

所
・
文
字
で
危
険
表
示
す
る
こ
と
。

○
指
定
さ
れ
た
電
圧
で
、
電
気
用
品

安
全
法
の
適
用
を
受
け
た
電
源
装

置
を
使
用
す
る
こ
と
。

○
危
険
防
止
の
た
め
、
漏
電
遮
断
器

を
設
置
す
る
こ
と
。

○
容
易
に
開
閉
で
き
る
箇
所
に
専
用

の
開
閉
器
を
設
置
す
る
こ
と
。

　
以
上
に
留
意
し
安
全
に
農
作
業
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

　
農
作
物
、
家
畜
、
果
樹
、
畑
作
物
、

園
芸
施
設
、
建
物
、
農
機
具
共
済
掛

金
等
の
納
入
に
つ
い
て
は
、
口
座
振

替
に
て
納
入
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。
預
金
口
座
振
替
の

お
申
し
込
み
を
ご
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
お
近
く
の
支
所
・
出
張
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

果
樹
共
済
の
損
害
評
価

が
は
じ
ま
り
ま
す
!

衝突・接触 墜落・転覆 火　災

破裂・爆発 地滑り 鳥獣害

風水害 盗難及び盗難による毀損 落　雷

▼
す
べ
て
の
ハ
ウ
ス
で
撤
去
費
用
が

選
択
制
で
加
入
で
き
ま
す
（
撤
去

費
用
の
追
加
）

　
す
べ
て
の
ハ
ウ
ス
で
撤
去
費
用
が

補
償
対
象
に
追
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
農
家
選
択
）

　
施
設
本
体
の
被
害
は
、
農
家
経
営

に
と
っ
て
大
き
な
打
撃
と
な
り
ま

す
。
災
害
に
備
え
て
、
復
旧
費
用
の

ご
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

温州みかんの獣害 被害筆の抜取調査

ほ

ほ

お
問
い
合
わ
せ
は
農
業
共
済
組
合
の
各
支
所
・
出
張
所
ま
で
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支 所

便 り

　今年も、県農林水産研究所及び県農林
水産研究所果樹研究センターで、県民、生
産者、関係者のみなさまに親しんで頂く
ために、『農林水産参観デー』が開催され
ます。
　日頃の研究成果、新品種、新技術の発
表。様々なイベントがあり、研究施設圃場
の公開やパネルによる研究成果の展示、
農機具、生産資材の展示即売や季節の果
物及び果実加工品の即売、食品即売など、
いろいろ楽しめます。
　攻めの農林水産業実現のために活気
ある情報交換の場としても、ぜひご来場
ください。
　なお、会場に広めの駐車場があります
が毎年初日は混雑しますので、極力乗り
合わせでお越しください。

【今年のテーマ】
「魅せます　えひめの農林水産業！

　明日支える品種と技術」
【日　時】
平成２７年１０月１日（木） ８：３０～１６：００
平成２７年１０月２日（金） ８：３０～１５：００

【場所（２会場）】
水稲・野菜他 ➡ 県農林水産研究所

（松山市上難波甲311） TEL 089（993）2020
果樹他 ➡ 県農林水産研究所果樹研究センター

（松山市下伊台町1618） TEL 089（977）2100

農林水産研究所 農林水産参観デー開催！松山

　恒例のレクレーションバレーボール
大会が、今年も開催されます。白熱した
試合の展開、試合ごとにチームワーク
も高まります。日頃の練習の成果を試
すとき！
　毎年参加のチームも、初めて挑むチ
ームも、ぜひ、参加のお申し込みを。

日　時／平成２７年１１月２３日㈪・㈷
　　　　午前９時３０分～
場　所／大洲市総合体育館
参加資格等／ＮＯＳＡＩ組合員家族の女性

（旧伊予喜多組合管内に限る・学生は除
く）。自チームで主審を務める人がいるこ

と。選手の登録は、１チーム８人以上１０人
以内（試合は６人制）申し込み多数の場
合は、先着順（参加チーム１５チーム）。
表 　彰／３位まで表彰。全員に参加賞
があります。
申込締切／平成２７年９月３０日㈬迄
問合せ先／愛媛県農業共済組合
　　　　　伊予支所（丸山まで）
　　　　　ＴＥＬ ０８９（９８２）０５３４

 　　　　　　　レクレーションバレーボール大会伊予

　ビニール張替えに便利なハウス屋
根シート張り機「ラクハリ」（単棟専
用）と「パイプ抜き用器具」を、園芸施
設共済加入者または、加入予定の方を
対象に無料で貸し出しています。
　ラクハリを使えば、少人数で安全か
つ簡単にビニールの被覆ができます。

　ご利用を希望される方は、今治支
所・周桑出張所までご連絡ください。

「ラクハリ」と「パイプ抜き」を無料貸し出し中！今治

　西予支所では、３年に一度、地区の役
員と職員による合同推進を行っていま
したが、４月からの合併に伴う建物共済

（火災共済）の掛金率変更のため、今年
は職員のみで引受推進を行っています。
　例年より早い時期に伺うようになり
ますが、何卒ご理解とご協力をよろしく
お願いいたします。引受時期は下記の
通りです。

　６～８月　伊方町・旧三崎町・明浜町・
宇和町（多田・田之筋）野村町（横林・野
村）
　９～１１月　保内町・三瓶町・宇和町

（中川・宇和）野村町（貝吹・惣川）城川
町（遊子川・魚成）
　上記以外の地区は、例年通り役員と
の合同推進を行います。

建物共済の一斉推進中！

建物火災共済掛金率等の集団割引の変更について
～平成27年3月31日まで適用 平成27年4月1日～適用

集団割引有
火　　災 構　　造 共済掛金率 共済掛金率

一　　　般 7.510 7.900
普　通　物　件 耐　火　B 4.470 4.700

耐　火　A 2.380 2.500
一　　　般 13.020 13.700

特 殊 物 件 一 般 耐　火　B 6.270 6.600
耐　火　A 2.760 2.900
一　　　般 31.070 32.700

特 殊 物 件 割 増 耐　火　B 13.870 14.600
耐　火　A 4.660 4.900

（対万：円） 集団割引無 （対万：円）

西予

　宇和島支所は、各農機具展示会に参
加させて頂き、農機具共済をより多く
の方に理解して頂くため、展示会に来
られた農家の皆さんへパンフレットの
配布、制度説明などを実施しておりま
す。

　今後も各農機具業者さんの協力を得
て、展示会へ参加させて頂く予定です
ので、ご意見、ご質問、農機具共済以外
のことでも構いませんので、お気軽に
声をお掛けください。
●11月開催予定

農機具展示会へ参加しています宇和島

　西条支所では、損害防止事業の一環
として､チップソー（草刈り機の刃）の
無料研磨、インパクトレンチ、ビニー
ルハウスのフィルム展張機の無料貸

し出しを行っています。
　ご利用を希望される方は、西条支
所・宇摩出張所までご連絡ください。

農家支援へ無料サービス西条

NOSAIえひめ
伊予喜多杯

松山支所

西条支所

今治支所

伊予支所

宇和島支所

西予支所
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参加チーム募集中！
９月３０日（水）締切迫る！！

ハウス屋根シート張り機
「ラクハリ」

パイプ抜き用器具

ビニールハウスの
フィルム展張機

チップソー (草刈り機の刃)
の研磨機

トラクター爪交換用
インパクトレンチ

（充電式）

無料で研磨無料貸し出し

「ラクハリ」の使用例

ほ

7月、JAえひめ南鬼北営農センターでの共済ブー
ス。さまざまなご意見が寄せられました。

鬼北町の芝好続さん（81）は、「水稲において干害
や獣害など、もしも被害にあったらと思うと、やはり
共済に加入していることによって安心感を得られ
ることが大きい」と話す。
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建物火災共済掛金率等の集団割引の変更について
～平成27年3月31日まで適用 平成27年4月1日～適用

集団割引有
火　　災 構　　造 共済掛金率 共済掛金率

一　　　般 7.510 7.900
普　通　物　件 耐　火　B 4.470 4.700

耐　火　A 2.380 2.500
一　　　般 13.020 13.700

特 殊 物 件 一 般 耐　火　B 6.270 6.600
耐　火　A 2.760 2.900
一　　　般 31.070 32.700

特 殊 物 件 割 増 耐　火　B 13.870 14.600
耐　火　A 4.660 4.900

（対万：円） 集団割引無 （対万：円）

西予

　宇和島支所は、各農機具展示会に参
加させて頂き、農機具共済をより多く
の方に理解して頂くため、展示会に来
られた農家の皆さんへパンフレットの
配布、制度説明などを実施しておりま
す。

　今後も各農機具業者さんの協力を得
て、展示会へ参加させて頂く予定です
ので、ご意見、ご質問、農機具共済以外
のことでも構いませんので、お気軽に
声をお掛けください。
●11月開催予定

農機具展示会へ参加しています宇和島

　西条支所では、損害防止事業の一環
として､チップソー（草刈り機の刃）の
無料研磨、インパクトレンチ、ビニー
ルハウスのフィルム展張機の無料貸

し出しを行っています。
　ご利用を希望される方は、西条支
所・宇摩出張所までご連絡ください。

農家支援へ無料サービス西条

NOSAIえひめ
伊予喜多杯

松山支所

西条支所

今治支所

伊予支所

宇和島支所

西予支所

5
安心のネットワーク

参加チーム募集中！
９月３０日（水）締切迫る！！

ハウス屋根シート張り機
「ラクハリ」

パイプ抜き用器具

ビニールハウスの
フィルム展張機

チップソー (草刈り機の刃)
の研磨機

トラクター爪交換用
インパクトレンチ

（充電式）

無料で研磨無料貸し出し

「ラクハリ」の使用例

ほ

7月、JAえひめ南鬼北営農センターでの共済ブー
ス。さまざまなご意見が寄せられました。

鬼北町の芝好続さん（81）は、「水稲において干害
や獣害など、もしも被害にあったらと思うと、やはり
共済に加入していることによって安心感を得られ
ることが大きい」と話す。
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石
鎚
山
系
の
麓
。
白
猪
の
滝
、

唐
岬
の
滝
、
雨
滝
か
ら
の
き
れ

い
な
水
に
恵
ま
れ
た
、
美
し
い

田
園
風
景
が
広
が
る
東
温
市
河

之
内
地
区
で
、
「
穂
田
琉
フ
ァ

ー
ム
」
を
営
む
坂
本
憲
俊
さ
ん

（
62
）
。

　
２
０
１
２
年
11
月
の
立
ち
上

げ
以
来
、
自
身
の
水
田
で
収
穫

し
た
米
を
「
穂
田
琉
米
」
と
し

て
販
売
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
も
情
報
を
発

信
し
、
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。

　
「
米
作
り
は
風
景
づ
く
り
」

と
話
す
坂
本
さ
ん
。
直
売
所

「
雨
滝
の
倉
」
の
看
板
に
も
、

「
米
は
我
が
風
景
也
」
と
い
う

言
葉
が
書
か
れ
て
い
る
。
河
之

内
地
区
も
高
齢
化
、
過
疎
化
が

進
ん
で
お
り
、
美
し
い
里
山
風

景
や
地
域
を
存
続
さ
せ
た
い
と

い
う
思
い
の
も
と
、
風
景
も
織

り
込
ん
だ
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
、

自
身
で
価
格
を
設
定
し
、
販
売

を
行
っ
て
い
る
。

　
「
穂
田
琉
米
」
の
名
は
、
地

区
の
ホ
タ
ル
に
由
来
し
、
王
に

向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
若
者
の

姿
と
い
う
意
味
の
あ
る
「
琉
」

と
い
う
漢
字
を
あ
て
、
美
し
い

風
景
に
恥
じ
な
い
最
高
品
質
の

米
を
作
り
た
い
と
い
う
、
坂
本

さ
ん
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。

　
今
年
は
、
２
３
０
㌃
の
水
田

に
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
ヒ
ノ
ヒ
カ

リ
、
に
こ
ま
る
の
３
品
種
を
作

付
す
る
予
定
だ
。

　
坂
本
さ
ん
の
米
作
り
は
、
減

農
薬
・
減
化
学
肥
料
に
と
ど
ま

ら
ず
、
ア
ミ
ロ
ー
ス
や
タ
ン
パ

ク
質
な
ど
、
米
の
各
成
分
の
含

有
量
で
お
い
し
さ
を
数
値
化
す

る
「
食
味
値
」
に
も
こ
だ
わ
り
、

試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
る
。
　

　
毎
年
11
月
に
開
催
さ
れ
て
い

る
「
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
一
昨
年
か
ら
出
品

を
始
め
、
実
際
に
開
催
地
に
出

向
き
、
他
の
多
く
の
出
品
者
か

ら
栽
培
技
術
を
学
ぶ
ほ
か
、
昨

年
に
は
、
自
身
で
食
味
鑑
定
士

の
資
格
を
取
得
す
る
な
ど
、
研

究
に
研
究
を
重
ね
て
い
る
。

　
そ
れ
ら
の
努
力
が
実
を
結
び
、

昨
年
、
青
森
県
で
開
催
さ
れ
た

第
16
回
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
に
こ

ま
る
が
都
道
府
県
対
抗
部
門
で

特
別
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
第
１

回
開
催
と
な
っ
た
す
し
米
コ
ン

テ
ス
ト
国
際
大
会
で
は
、
ヒ
ノ

ヒ
カ
リ
が
特
Ａ
ラ
ン
ク
を
獲
得
。

　
２
品
種
で
ベ
ス
ト
フ
ァ
ー
マ

ー
の
認
定
を
受
け
た
。
自
分
だ

け
で
な
く
、
第
三
者
に
も
品
質

が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
大
き
な

自
信
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
は
購
買
者
か

ら
感
想
が
続
々
と
寄
せ
ら
れ
て

お
り
、
毎
年
楽
し
み
に
し
て
く

れ
て
い
る
リ
ピ
ー
タ
ー
も
い
る
。

　
「
お
い
し
か
っ
た
と
か
、
ま

た
来
る
よ
と
言
っ
て
く
れ
る
と
、

と
て
も
う
れ
し
い
し
、
励
み
に

な
り
ま
す
。
今
後
は
販
路
の
拡

大
の
ほ
か
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ロ

ゴ
の
開
発
な
ど
、
穂
田
琉
米
を

さ
ら
に
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い
き

た
い
」
と
張
り
切
る
。

良
食
味
の
ブ
ラ
ン
ド
米
生
産
を

通
じ
て
里
山
の
風
景
を
守
る

松
浦
史
拓
さ
ん・上
島
町

２０１５年（平成27年）

農業共済
新聞

「
レ
モ
ン
ポ
ー
ク
」

搾
り
か
す
を
餌
に

循
環
型
農
業
で

島
を
元
気
に

　
柔
ら
か
で
ジ
ュ
ー
シ
ー
。
一

度
食
べ
る
と
忘
れ
ら
れ
な
い
味
。

青
い
レ
モ
ン
の
島
と
し
て
知
ら

れ
る
上
島
町
岩
城
島
で
レ
モ
ン

の
搾
り
か
す
を
飼
料
に
育
つ

「
レ
モ
ン
ポ
ー
ク
」
が
評
判
だ
。

　
島
内
で
養
豚
を
営
む
松
浦
史

拓
さ
ん
（
40
）
は
、
10
年
前
に

実
家
の
松
浦
農
場
に
Ｕ
タ
ー
ン

就
農
。
「
岩
城
は
レ
モ
ン
の
島

だ
か
ら
、
そ
こ
で
育
つ
豚
は
レ

モ
ン
ポ
ー
ク
だ
」
と
、
ブ
ラ
ン

ド
化
を
考
え
た
。

　
そ
の
過
程
で
、
岩
城
特
産
の

レ
モ
ン
の
加
工
品
を
作
る
際
の

廃
棄
物
と
な
っ
て
い
た
搾
り
か

す
に
着
目
。
試
行
錯
誤
の
結
果
、

搾
り
か
す
を
飼
料
に
、
そ
の
排

泄
物
を
有
機
堆
肥
に
し
て
か
ん

き
つ
農
家
の
畑
に
返
し
、
再
び

食
味
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
別
賞

米・食
味
鑑
定
士
の
資
格
を
取
得

過
疎
化
が
進
む
地
域
の
存
続
へ

ほ
　
た
　
る

レ
モ
ン
が
で
き
る
と
い
う
循
環

型
農
業
を
確
立
し
た
。

　
今
で
は
島
で
出
る
レ
モ
ン
の

搾
り
か
す
の
全
量
（
昨
年
度
実

績
は
28
㌧
）
を
松
浦
農
場
で
消

費
し
て
い
る
。

　
「
こ
の
堆
肥
を
や
る
と
、
レ

モ
ン
の
根
が
し
っ
か
り
す
る
と

言
わ
れ
ま
す
。
豚
が
ち
ゃ
ん
と

島
の
一
部
に
な
っ
て
、
初
め
て

岩
城
島
の
レ
モ
ン
ポ
ー
ク
に
な

っ
た
ん
で
す
」
と
松
浦
さ
ん
。

　
「
今
後
は
、
加
工
品
の
開
発

に
も
力
を
入
れ
て
収
益
を
上
げ

て
い
き
た
い
。
島
の
子
ど
も
た

ち
が
農
業
に
夢
を
持
て
る
よ
う

な
モ
デ
ル
に
な
れ
れ
ば
」
と
話

し
て
く
れ
た
。

松山支所発

今治支所発

穂
田
琉
フ
ァ
ー
ム 

東
温
市
河
之
内
地
区

大切に育てている子豚と松浦さん

独自のブランド米
「穂田琉米」

「
穂
田
琉
米
」
に

思
い
を
込
め
る
坂
本
さ
ん

直
売
所
「
雨
滝
の
倉
」

7
安心のネットワーク

　　　当地区の岩松稲中地区は水田
　　　が多い地域だが、農家の高齢化
や後継者不足により、生産組合への耕
作委託が増えて、農業のやり方も変化
してきた。また、耕作を請け負う側には
物理的に限界があるため、結果的に農
家や農地が減ってきている。
　TPP参加を最重要課題とする今の
政策は、輸出産業を優先し、農業は後
回しとなっている気がする。その中で
NOSAIは、農家と向き合ってきた数少
ない団体だと思う。
　合併により、組織は大きくなったが、
今後も農家との対話を積極的に行う
中で、共済部長としてお手伝いができ
ればと思っている。
担当地区▶宇和島市津島町岩松
経営規模▶水稲55㌃
担当戸数▶20戸

　　　20品目の野菜や果樹を栽培し、
　　　地元JAの直販所へ毎日出荷し
ている。
　根を育てる土づくりを実践すること
で、1株で50個のカボチャを収穫した
こともある。野菜作りはマニュアル通
りはなく、研究・工夫が必要だと思う。
　作型によって栽培方法を変えたり、
肥料の選定は品種や散布時期によっ
て選択するなど、日々、創意工夫し栽
培に取り組んでいる。
　今年完成した圃場整備畑では、とに
かく病害虫に強い野菜作りにチャレン
ジしたい。
担当地区▶西条市氷見切川
経営規模▶路地野菜40㌃
　　　　　かんきつ類10㌃
担当戸数▶6戸

　　　産品価格の低迷もあり、農業  
　　　と会社勤めを並行していくこと
は大変だが、休みの日に孫たちと遊
び、リフレッシュしている。
　今年初めての共済部長となり、わか
らないことばかりだが、共済事業推進
のために任された職務を確実に遂行
していきたい。また、組合員の方の質
問に答えることのできるよう、時間を
見つけて勉強していきたい。
　近頃は、高温多雨といった異常気象
の発生により、農作物に大きく影響を
及ぼしている。これによる収量低下な
どの災害が発生した時のために共済
への加入は必要であるし、より一層の
手厚い補償を期待している。
担当地区▶愛南町御荘長洲
経営規模▶水稲2㌶、果樹70㌃
担当戸数▶17戸

　　　規模家族経営の我が家だから、 
　　　生産物の安売りは、自分の命の
安売りと同じと考えている。有利販売
をめざし、少量多品目生産で、JA産直
市、野菜自販機、市場へ出荷。モットー
は安心・安全な農産物販売だ。
　また、年2回、幼稚園児による芋掘
り体験会を行い、食育に対する感心
を持ってもらえるような社会貢献も
実施。
　今日の稼ぎは時給いくらになったか
と、一日を振り返ってみて、経営改善の
一歩としている。
　これからの農業は、農地拡大だけで
なく、地域の実情に応じた経営改善策・
所得増大策が大切ではないかと思う。
担当地区▶四国中央市中之庄町天神宮
経営規模▶季節野菜90㌃、ハウス3棟6㌃
担当戸数▶5戸

担 小

農約

西条支所
篠永　宏さん（70）

宇和島支所
船田 恭一郎さん（69）

宇和島支所
中尾　誠さん（66）

西条支所
伊藤　實さん（68）

共
済
部
長
歴
10
年

共
済
部
長
歴
1
年

共
済
部
長
歴
1
年

共
済
部
長
歴27年

ほ
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賞
を
受
賞
し
、
第
１

回
開
催
と
な
っ
た
す
し
米
コ
ン

テ
ス
ト
国
際
大
会
で
は
、
ヒ
ノ

ヒ
カ
リ
が
特
Ａ
ラ
ン
ク
を
獲
得
。

　
２
品
種
で
ベ
ス
ト
フ
ァ
ー
マ

ー
の
認
定
を
受
け
た
。
自
分
だ

け
で
な
く
、
第
三
者
に
も
品
質

が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
大
き
な

自
信
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
は
購
買
者
か

ら
感
想
が
続
々
と
寄
せ
ら
れ
て

お
り
、
毎
年
楽
し
み
に
し
て
く

れ
て
い
る
リ
ピ
ー
タ
ー
も
い
る
。

　
「
お
い
し
か
っ
た
と
か
、
ま

た
来
る
よ
と
言
っ
て
く
れ
る
と
、

と
て
も
う
れ
し
い
し
、
励
み
に

な
り
ま
す
。
今
後
は
販
路
の
拡

大
の
ほ
か
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ロ

ゴ
の
開
発
な
ど
、
穂
田
琉
米
を

さ
ら
に
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い
き

た
い
」
と
張
り
切
る
。

良
食
味
の
ブ
ラ
ン
ド
米
生
産
を

通
じ
て
里
山
の
風
景
を
守
る

松
浦
史
拓
さ
ん・上
島
町

２０１５年（平成27年）

農業共済
新聞

「
レ
モ
ン
ポ
ー
ク
」

搾
り
か
す
を
餌
に

循
環
型
農
業
で

島
を
元
気
に

　
柔
ら
か
で
ジ
ュ
ー
シ
ー
。
一

度
食
べ
る
と
忘
れ
ら
れ
な
い
味
。

青
い
レ
モ
ン
の
島
と
し
て
知
ら

れ
る
上
島
町
岩
城
島
で
レ
モ
ン

の
搾
り
か
す
を
飼
料
に
育
つ

「
レ
モ
ン
ポ
ー
ク
」
が
評
判
だ
。

　
島
内
で
養
豚
を
営
む
松
浦
史

拓
さ
ん
（
40
）
は
、
10
年
前
に

実
家
の
松
浦
農
場
に
Ｕ
タ
ー
ン

就
農
。
「
岩
城
は
レ
モ
ン
の
島

だ
か
ら
、
そ
こ
で
育
つ
豚
は
レ

モ
ン
ポ
ー
ク
だ
」
と
、
ブ
ラ
ン

ド
化
を
考
え
た
。

　
そ
の
過
程
で
、
岩
城
特
産
の

レ
モ
ン
の
加
工
品
を
作
る
際
の

廃
棄
物
と
な
っ
て
い
た
搾
り
か

す
に
着
目
。
試
行
錯
誤
の
結
果
、

搾
り
か
す
を
飼
料
に
、
そ
の
排

泄
物
を
有
機
堆
肥
に
し
て
か
ん

き
つ
農
家
の
畑
に
返
し
、
再
び

食
味
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
別
賞

米・食
味
鑑
定
士
の
資
格
を
取
得

過
疎
化
が
進
む
地
域
の
存
続
へ

ほ
　
た
　
る

レ
モ
ン
が
で
き
る
と
い
う
循
環

型
農
業
を
確
立
し
た
。

　
今
で
は
島
で
出
る
レ
モ
ン
の

搾
り
か
す
の
全
量
（
昨
年
度
実

績
は
28
㌧
）
を
松
浦
農
場
で
消

費
し
て
い
る
。

　
「
こ
の
堆
肥
を
や
る
と
、
レ

モ
ン
の
根
が
し
っ
か
り
す
る
と

言
わ
れ
ま
す
。
豚
が
ち
ゃ
ん
と

島
の
一
部
に
な
っ
て
、
初
め
て

岩
城
島
の
レ
モ
ン
ポ
ー
ク
に
な

っ
た
ん
で
す
」
と
松
浦
さ
ん
。

　
「
今
後
は
、
加
工
品
の
開
発

に
も
力
を
入
れ
て
収
益
を
上
げ

て
い
き
た
い
。
島
の
子
ど
も
た

ち
が
農
業
に
夢
を
持
て
る
よ
う

な
モ
デ
ル
に
な
れ
れ
ば
」
と
話

し
て
く
れ
た
。

松山支所発

今治支所発

穂
田
琉
フ
ァ
ー
ム 

東
温
市
河
之
内
地
区

大切に育てている子豚と松浦さん

独自のブランド米
「穂田琉米」

「
穂
田
琉
米
」
に

思
い
を
込
め
る
坂
本
さ
ん

直
売
所
「
雨
滝
の
倉
」

7
安心のネットワーク

　　　当地区の岩松稲中地区は水田
　　　が多い地域だが、農家の高齢化
や後継者不足により、生産組合への耕
作委託が増えて、農業のやり方も変化
してきた。また、耕作を請け負う側には
物理的に限界があるため、結果的に農
家や農地が減ってきている。
　TPP参加を最重要課題とする今の
政策は、輸出産業を優先し、農業は後
回しとなっている気がする。その中で
NOSAIは、農家と向き合ってきた数少
ない団体だと思う。
　合併により、組織は大きくなったが、
今後も農家との対話を積極的に行う
中で、共済部長としてお手伝いができ
ればと思っている。
担当地区▶宇和島市津島町岩松
経営規模▶水稲55㌃
担当戸数▶20戸

　　　20品目の野菜や果樹を栽培し、
　　　地元JAの直販所へ毎日出荷し
ている。
　根を育てる土づくりを実践すること
で、1株で50個のカボチャを収穫した
こともある。野菜作りはマニュアル通
りはなく、研究・工夫が必要だと思う。
　作型によって栽培方法を変えたり、
肥料の選定は品種や散布時期によっ
て選択するなど、日々、創意工夫し栽
培に取り組んでいる。
　今年完成した圃場整備畑では、とに
かく病害虫に強い野菜作りにチャレン
ジしたい。
担当地区▶西条市氷見切川
経営規模▶路地野菜40㌃
　　　　　かんきつ類10㌃
担当戸数▶6戸

　　　産品価格の低迷もあり、農業  
　　　と会社勤めを並行していくこと
は大変だが、休みの日に孫たちと遊
び、リフレッシュしている。
　今年初めての共済部長となり、わか
らないことばかりだが、共済事業推進
のために任された職務を確実に遂行
していきたい。また、組合員の方の質
問に答えることのできるよう、時間を
見つけて勉強していきたい。
　近頃は、高温多雨といった異常気象
の発生により、農作物に大きく影響を
及ぼしている。これによる収量低下な
どの災害が発生した時のために共済
への加入は必要であるし、より一層の
手厚い補償を期待している。
担当地区▶愛南町御荘長洲
経営規模▶水稲2㌶、果樹70㌃
担当戸数▶17戸

　　　規模家族経営の我が家だから、 
　　　生産物の安売りは、自分の命の
安売りと同じと考えている。有利販売
をめざし、少量多品目生産で、JA産直
市、野菜自販機、市場へ出荷。モットー
は安心・安全な農産物販売だ。
　また、年2回、幼稚園児による芋掘
り体験会を行い、食育に対する感心
を持ってもらえるような社会貢献も
実施。
　今日の稼ぎは時給いくらになったか
と、一日を振り返ってみて、経営改善の
一歩としている。
　これからの農業は、農地拡大だけで
なく、地域の実情に応じた経営改善策・
所得増大策が大切ではないかと思う。
担当地区▶四国中央市中之庄町天神宮
経営規模▶季節野菜90㌃、ハウス3棟6㌃
担当戸数▶5戸

担 小

農約

西条支所
篠永　宏さん（70）

宇和島支所
船田 恭一郎さん（69）

宇和島支所
中尾　誠さん（66）

西条支所
伊藤　實さん（68）

共
済
部
長
歴
10
年

共
済
部
長
歴
1
年

共
済
部
長
歴
1
年

共
済
部
長
歴27年

ほ



農
業
川
柳

米
作
り
　

精
出
す
我
は
　

パ
ン
が
好
き 

安
波
　五
月

Ｔ
Ｐ
Ｐ
　

来
て
も
来
ん
で
も
　

田
を
植
え
る 

山
本
　智
彦

台
風
の
　

爪
あ
と
残
る
　

夏
野
菜 

　
　
Ｗ
・
Ｓ

自
慢
野
菜
　

ネ
ッ
ト
販
売
　

ど
っ
と
混
む 

　
　
Ｋ
・
Ｍ

放
棄
地
の
　

解
消
目
指
す
　

地
域
の
和 

　
　
Ｗ
・
Ｋ

食
糧
の
　

安
全
守
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収
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で
　

こ
ぼ
れ
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顔
　

孫
の
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Ｋ
・
Ｔ

孫
の
手
に
　

未
来
を
託
せ
る
　

農
業
を 

　
　
Ｋ
・
Ｎ

新
米
の
　

食
味
の
優
る
　

価
格
か
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Ｈ
・
Ｍ

無
農
薬
　

安
全
な
野
菜
　

虫
の
え
さ 

　
　
Ｍ
・
Ｔ

　皆
様
の
日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
て
い
る
こ
と
や
出
来
事
、
生
産
物
へ
の

熱
い
思
い
、
自
慢
の
農
機
具
な
ど
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
た
作
品
か
ら
心
温
ま

る
一
句
ま
で
、
五
・
七
・
五
で
語
っ
て
み
ま
せ
ん
か
?

　お名
前
・
住
所
・

電
話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、
は
が
き
・
F
A
X
・
メ
ー
ル
で
投
稿
し
て
く

だ
さ
い
。
優
秀
作
品
に
は
記
念
品
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
ひ
め
の
わ
農
業
川
柳
」
係
ま
で

●
宛
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│

0
0
0
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│
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│
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│
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ー
ル
】kouhou@
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9
安心のネットワーク

　とにかく地元が大好きで、毎日が楽しくてたまりませ
ん。趣味は宇和の町を散歩すること。宇和と言えば、愛
媛の米どころ。家が農業を営んでおり、手作りのおいし
い作物を食べて、育ってきたことに感謝しているし、本
当に恵まれていると思っています。

　上手にフラフープで遊ぶ樹璃ちゃん。三姉妹の次女で、
芯が強くおしゃれな女の子です。将来の夢はケーキ屋さ
ん。料理の手伝いを進んでしてくれ、包丁を使うことに
も挑戦しています。卵割りも上手になりました。
　周りに気遣いのできる優しい子に育ってほしいですね。

（お母さんより）

宇都宮樹璃ちゃん
（５歳）

西予市明浜町

I y o  B i j i n

じゅり

上甲美桜さん（２１歳）
西予市宇和町

みお

宇和町
大好き 

10 vol.2 2015

　
今
治
市
加
茂
神
社
の
菊
間
祭
で
行
わ
れ
る

お
供
馬
の
走
り
込
み
は
、愛
媛
県
の
無
形
民
俗

文
化
財（
昭
和
40
年
）に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
美
し
い
装
飾
具
で
着
飾
っ
た
馬
と
そ
れ
を
操

る
少
年
た
ち
（
地
元
の
小
学
1
年
生
か
ら
中
学

3
年
生
ま
で
の
子
ど
も
）
が
一
体
と
な
っ
て
、

3
0
0
m
の
参
道
を
駆
け
上
が
る
。「
ホ
イ
ヤ

ー
、
ホ
イ
ヤ
ー
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
聞
こ
え

て
く
る
蹄
の
音
や
馬
た
ち
の
息
づ
か
い
。
ま
さ

に
勇
壮
華
麗
な
光
景
が
目
の
前
に
広
が
る
。

〈
祭
り
の
進
行
〉

　
馬
子
た
ち
は
１
ヶ
月
以
上
前
か
ら
馬
に
乗
る

練
習
を
始
め
、
１
週
間
前
か
ら
は
毎
日
乗
る
。

①
走
り
込
み
前
日
。
馬
子
た
ち
は
海
に
入
っ
て

体
を
清
め
、「
顔
見
せ
」
と
言
っ
て
正
装
し
た

お
供
馬
が
全
頭
揃
っ
て
町
内
パ
レ
ー
ド
す
る
。

※

お
供
馬
と
写
真
撮
影
可
。

②
祭
り
当
日
。
朝
8
時
過
ぎ
ス
タ
ー
ト
。
最
初

は
3
頭
の
お
供
馬
か
ら
走
り
始
め
、
徐
々
に

数
が
増
え
て
い
く
。
退
役
し
た
サ
ラ
ブ
レ
ッ

お
供
馬
の
走
り
込
み

【
今
治
市
菊
間
町
】
2
0
1
5
年
10
月
18
日
㈰
開
催
　
雨
天
決
行

お
供
馬
の
走
り
込
み

（
菊
間
祭
）

【
今
治
市
菊
間
町
】
2
0
1
5
年
10
月
18
日
㈰
開
催
　
雨
天
決
行

ド
も
多
く
ス
ピ
ー
ド
感
が
味
わ
え
る
。

③
農
耕
馬
も
参
加
し
、
ぎ
こ
ち
な
い
走
り
で
観

客
を
沸
か
せ
て
く
れ
る
。

④
同
時
に
今
治
地
方
の
伝
統
芸
能
の
一
つ
「
継

ぎ
獅
子
」
や
「
牛
鬼
」
の
神
輿
な
ど
も
楽
し

め
る
。
境
内
か
ら
い
く
つ
も
の
神
輿
が
降
り

て
き
て
練
り
歩
き
始
め
る
頃
、
お
供
馬
の
走

り
込
み
は
終
了
。

　
菊
間
町
は
約
7
0
0
年
の
伝
統
を
誇
る
い
ぶ

し
瓦
の
産
地
。
瓦
の
製
造
に
必
要
な
燃
料
を
運

ぶ
た
め
多
く
の
馬
が
飼
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
家
庭
で
飼
育
し
て
い
た
馬
を
お
披
露
目
す

る
意
味
も
あ
り
、
盛
大
な
行
事
と
な
っ
た
と
い

う
。
子
ど
も
だ
け
が

騎
手
を
務
め
る

の
は
全
国
的

に
も
珍
し
く
、

そ
の
迫
力
満

点
の
走
り
は
一

見
の
価
値
あ
り
だ
。

人馬が一体となって参道を駆け上がる、
室町時代から600年も続く

家内安全・五穀豊穣を祈願する伝統行事。

人馬が一体となって参道を駆け上がる、
室町時代から600年も続く

家内安全・五穀豊穣を祈願する伝統行事。

第1回

高知県

広島

松山

大洲

宇和島

瀬戸内海

宇和島

今治
新居浜

愛媛県

今治市菊間今治市菊間

瀬戸内海
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媛の米どころ。家が農業を営んでおり、手作りのおいし
い作物を食べて、育ってきたことに感謝しているし、本
当に恵まれていると思っています。

　上手にフラフープで遊ぶ樹璃ちゃん。三姉妹の次女で、
芯が強くおしゃれな女の子です。将来の夢はケーキ屋さ
ん。料理の手伝いを進んでしてくれ、包丁を使うことに
も挑戦しています。卵割りも上手になりました。
　周りに気遣いのできる優しい子に育ってほしいですね。

（お母さんより）

宇都宮樹璃ちゃん
（５歳）

西予市明浜町

I y o  B i j i n

じゅり

上甲美桜さん（２１歳）
西予市宇和町

みお

宇和町
大好き 
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今
治
市
加
茂
神
社
の
菊
間
祭
で
行
わ
れ
る

お
供
馬
の
走
り
込
み
は
、愛
媛
県
の
無
形
民
俗

文
化
財（
昭
和
40
年
）に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
美
し
い
装
飾
具
で
着
飾
っ
た
馬
と
そ
れ
を
操

る
少
年
た
ち
（
地
元
の
小
学
1
年
生
か
ら
中
学

3
年
生
ま
で
の
子
ど
も
）
が
一
体
と
な
っ
て
、

3
0
0
m
の
参
道
を
駆
け
上
が
る
。「
ホ
イ
ヤ

ー
、
ホ
イ
ヤ
ー
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
聞
こ
え

て
く
る
蹄
の
音
や
馬
た
ち
の
息
づ
か
い
。
ま
さ

に
勇
壮
華
麗
な
光
景
が
目
の
前
に
広
が
る
。

〈
祭
り
の
進
行
〉

　
馬
子
た
ち
は
１
ヶ
月
以
上
前
か
ら
馬
に
乗
る

練
習
を
始
め
、
１
週
間
前
か
ら
は
毎
日
乗
る
。

①
走
り
込
み
前
日
。
馬
子
た
ち
は
海
に
入
っ
て

体
を
清
め
、「
顔
見
せ
」
と
言
っ
て
正
装
し
た

お
供
馬
が
全
頭
揃
っ
て
町
内
パ
レ
ー
ド
す
る
。

※

お
供
馬
と
写
真
撮
影
可
。

②
祭
り
当
日
。
朝
8
時
過
ぎ
ス
タ
ー
ト
。
最
初

は
3
頭
の
お
供
馬
か
ら
走
り
始
め
、
徐
々
に

数
が
増
え
て
い
く
。
退
役
し
た
サ
ラ
ブ
レ
ッ

お
供
馬
の
走
り
込
み

【
今
治
市
菊
間
町
】
2
0
1
5
年
10
月
18
日
㈰
開
催
　
雨
天
決
行

お
供
馬
の
走
り
込
み

（
菊
間
祭
）

【
今
治
市
菊
間
町
】
2
0
1
5
年
10
月
18
日
㈰
開
催
　
雨
天
決
行

ド
も
多
く
ス
ピ
ー
ド
感
が
味
わ
え
る
。

③
農
耕
馬
も
参
加
し
、
ぎ
こ
ち
な
い
走
り
で
観

客
を
沸
か
せ
て
く
れ
る
。

④
同
時
に
今
治
地
方
の
伝
統
芸
能
の
一
つ
「
継

ぎ
獅
子
」
や
「
牛
鬼
」
の
神
輿
な
ど
も
楽
し

め
る
。
境
内
か
ら
い
く
つ
も
の
神
輿
が
降
り

て
き
て
練
り
歩
き
始
め
る
頃
、
お
供
馬
の
走

り
込
み
は
終
了
。

　
菊
間
町
は
約
7
0
0
年
の
伝
統
を
誇
る
い
ぶ

し
瓦
の
産
地
。
瓦
の
製
造
に
必
要
な
燃
料
を
運

ぶ
た
め
多
く
の
馬
が
飼
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
家
庭
で
飼
育
し
て
い
た
馬
を
お
披
露
目
す

る
意
味
も
あ
り
、
盛
大
な
行
事
と
な
っ
た
と
い

う
。
子
ど
も
だ
け
が

騎
手
を
務
め
る

の
は
全
国
的

に
も
珍
し
く
、

そ
の
迫
力
満

点
の
走
り
は
一

見
の
価
値
あ
り
だ
。

人馬が一体となって参道を駆け上がる、
室町時代から600年も続く

家内安全・五穀豊穣を祈願する伝統行事。

人馬が一体となって参道を駆け上がる、
室町時代から600年も続く

家内安全・五穀豊穣を祈願する伝統行事。

第1回

高知県

広島

松山

大洲

宇和島

瀬戸内海

宇和島

今治
新居浜

愛媛県

今治市菊間今治市菊間

瀬戸内海




